
　今後の本市の地域医療のあり方について、市と医師会、歯科医師会、薬剤師会、病院関係者等の医療関係者
とが議論を進める場として「地域医療推進懇談会」の設置により、今後さらに医療関係者間で議論を深めてい
く体制の整備ができたものと考えています。
　また、「高齢者向けウェルネス住宅」の公募に当たって、企画検討会の御意見等により策定した整備方針に
基づき、同住宅の目標である健康寿命の延伸並びに医療と介護の連携による地域包括ケアシステムのモデルの
実現をめざすものとして条件付けを行い、募集の開始までを実施しました。平成２８年度前半に事業者の選定
を行う予定です。

高齢者向け複合居住施設について
は、高齢者向け住宅を核としつつ、
多世代交流をはじめとする様々な機
能を備える複合施設として、北大阪
健康医療都市（健都）のコンセプト
にふさわしい施設となるよう、有識
者で構成する検討会での議論を踏ま
え、プロポーザル方式により事業者
を選定します。

→
　高齢者向けウェルネス住宅の機能について有識
者から多様な御意見をいただき、それらの御意見
等も取り入れ策定した募集要項等の公表まで実施
しました。
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一部達成

総合評価・総括

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

北大阪健康医療都市（健都）を中心
とした健康・医療のまちづくり会議
が取りまとめる中間報告に基づき、
吹田市全域の地域医療のあり方等に
ついて懇談会で議論を深めます。

→
　地域医療推進懇談会を開催し、本市の地域医療
を取り巻く現状と課題について、医療関係者の御
意見をいただき、懇談会委員間の認識の共有を図
り、今後のさらに議論を深めるためのキックオフ
を行いました。

B

一部達成

活動目標 具体的な取組実績

北大阪健康医療都市を中心とした健
康・医療のまちづくり会議を引き続
き開催するとともに、地域医療のあ
り方等を検討する懇談会を設置しま
す。

→
　北大阪健康医療都市を中心とした健康・医療のまちづくり
会議については５回開催し、８月には中間報告のとりまとめ
を行いました。また、本市の地域医療のあり方について医師
会、歯科医師会、薬剤師会、病院関係者に集まっていただき
議論する場として地域医療推進懇談会の立ち上げを行いまし
た。

健康・医療のまちづくりの観点か
ら、地域包括ケアシステムのモデル
となる環境の構築をめざし、在宅医
療や福祉関係の事業と一体となった
高齢者向けの複合居住施設を緑のふ
れあい交流創生ゾーン2（2街区）に
整備します。

→
　高齢者向けウェルネス住宅の整備用地として北大阪健康医
療都市内２街区の東側約4,000㎡の土地を（地独）鉄道建
設・運輸施設整備支援機構から購入しました。また同住宅の
機能への意見聴取を目的とし外部の有識者で構成される企画
検討会を３回開催し、整備方針を策定しました。その方針に
基づき、市職員と外部アドバイザーで構成する事業者選定会
議で募集要項等を策定し、３月に公表を行いました。

重点課題 2 地域医療連携の推進
全体の達成度

B
目指すべき方向

　市民が安心して医療を受けることのできる環境の構築をめざし、地
域医療の連携を推進します。

一部達成

平成27年度部長マニフェスト取組結果

部(局)名
福祉保健部

（健康医療担当理事）
【達成度について】

A：達成（設定した目標を達成することができた。）

部(局)長名 石田　就平
B：一部達成（設定した目標の一部のみ達成することができた。）

C：未達成（目標達成に向け取り組んだものの、目標達成にはいたらなかった。）


